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▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
へ
の
安
倍

政
権
の
対
応
に
国
民
の

批
判
が
広
が
り
、
内
閣

支
持
率
が
低
下
し
て
い

ま
す
。「
緊
急
経
済
対
策
」
に
も
と
づ

く
補
正
予
算
案
を
見
て
も
、「
外
出
自

粛
や
休
業
要
請
と
一
体
に
補
償
を
」
と

い
う
国
民
の
圧
倒
的
多
数
の
要
求
に

背
を
向
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
安
心

し
て
自
粛
す
る
こ
と
も
、
休
業
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
感
染
の
爆
発
的
拡

大
を
抑
止
す
る
う
え
で
も
、
こ
の
姿
勢

を
根
本
か
ら
改
め
る
こ
と
が
必
要
で
す

▼
自
民
党
と
公
明
党
が
閣
議
決
定
し
た

「
収
入
が
急
減
し
た
世
帯
に
30
万
円
を

支
給
す
る
」
案
か
ら
、「
国
民
1
人
当

た
り
10
万
円
の
現
金
給
付
」
へ
の
方
針

転
換
は
、
世
論
の
力
に
よ
る
画
期
的
な

成
果
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
給
付
と
は

別
に
、
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
損
失
を

受
け
て
い
る
人
の
生
活
と
営
業
が
持
ち

こ
た
え
ら
れ
る
支
援
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。労
働
者
や
自
営
業
者
、フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
賃
金
・
収
入
の
８
割
の
補

償
、
中
小
事
業
者
の
家
賃
や
光
熱
費
な

ど
固
定
費
の
補
償
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ

う
▼
補
正
予
算
案
の
も
う
一
つ
の
問
題

点
は
、
医
療
崩
壊
を
阻
止
す
る
実
効
あ

る
措
置
が
ま
っ
た
く
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
こ
と
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査

体
制
の
抜
本
的
改
善
・
強
化
と
、
医
療

現
場
へ
の
本
格
的
財
政
支
援
を
行
う
こ

と
が
急
務
で
す
。
さ
ら
に
、
介
護
・
障

害
者
な
ど
社
会
保
障
の
体
制
を
守
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
の
対
策
を
進
め

る
こ
と
。
学
生
へ
の
支
援
を
国
の
対
策

に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
▼
新

型
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
国
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
り
、
消
費
税
５
％
減
税
を
は
じ

め
、
経
済
危
機
か
ら
国
民
の
生
活
を
守

る
た
め
、
今
こ
そ
政
治
が
責
任
を
果
た

す
時
で
す
。

　

日
本
共
産
党
墨
田
区
議
団
と

同
地
区
委
員
会
は
４
月
10
日
、

山
本
区
長
と
加
藤
教
育
長
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
緊
急
申
し
入

れ
」
を
行
い
ま
し
た
。（
申
し

入
れ
内
容
は
下
表
の
と
お
り
）

　

申
し
入
れ
で
高
柳
区
議
団

長
は
、
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

容
を
紹
介
し
、「『
自
粛
と
一
体

で
補
償
を
』
の
立
場
に
立
っ
た

　

日
本
共
産
党
墨
田
区
議
団
は
、
４
月
４
日
の
一
般
紙
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
折
り
込
み
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
娘
が
１
週
間
微
熱
が
続
い

て
も
検
査
を
拒
否
さ
れ
た
」、「
電
気
屋
で
、
自
粛
要
請
で

３
月
初
め
か
ら
仕
事
が
全
く
な
い
」
な
ど
の
深
刻
な
声
や

要
求
と
と
も
に
、
２
８
９
通
の
回
答
（
４
月
18
日
現
在
）

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
２
〜
３
面
に
関
連
記
事
）

　

ま
た
、「
墨
田
区
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
こ
と
」
で
は
、

下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、「
検
査
、審
査
体
制
の
強
化
」、「
わ

か
り
や
す
い
情
報
提
供
」、「
マ
ス
ク
な
ど
感
染
を
防
ぐ
資

材
確
保
」
な
ど
が
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
要
望
も
踏
ま
え
て
、

日
本
共
産
党
は
４
月
10
日
、
区
長
と
教
育
長
に
対
し
て
緊

急
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

感染拡大防止、暮らしと営業守れ

新型コロナ対策

　

３
月
16
日
の
区
議
会
予
算
特

別
委
員
会
で
、
区
の
新
年
度
予

算
案
と
、
日
本
共
産
党
が
提
出

し
た
「
予
算
組
み
替
え
案
」
に

対
す
る
意
見
開
陳
と
採
決
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

山
下
区
議
は
、「
東
武
線
の

立
体
化
事
業
や
北
十
間
川
・
隅

田
公
園
観
光
回
遊
路
整
備
事

業
、
大
学
誘
致
で
旧
中
小
企

新型コロナウイルス感染症対策で、「墨田区に力を入れて
ほしいこと」（複数回答可）

保
障
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に

立
っ
た
対
策
が
急
務
に
な
っ
て

い
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

応
対
し
た
区
長
は
、「
地
域

の
実
態
を
よ
く
つ
か
ま
れ
て

い
て
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」。
教
育
長
は
、「
ネ
ッ

ト
環
境
の
な
い
家
庭
向
け
に
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
付
す
る
な

ど
の
手
立
て
を
と
り
た
い
」
な

ど
と
答
え
ま
し
た
。

・
様
々
な
支
援
制
度
を
は
じ
め
、
わ
か
り
や
す
く

迅
速
な
情
報
発
信
に
努
め
る
こ
と

・
自
粛
要
請
に
よ
る
直
接
的
・
間
接
的
な
影
響
に

対
す
る
損
失
補
償
を
国
や
都
に
要
請
す
る
こ
と
。

・
税
や
社
会
保
険
料
の
減
免
を
行
う
と
と
も
に
、

家
賃
・
地
代
・
水
光
熱
費
・
リ
ー
ス
代
な
ど
、

固
定
費
の
助
成
を
行
う
こ
と
。

・
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
傷
病

手
当
金
の
給
付
へ
、
条
例
改
正
等
を
急
ぐ
こ
と
。

・
発
熱
外
来
や
コ
ロ
ナ
専
門
の
医
療
機
関
の
整

備
、
迅
速
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

・
ホ
ー
ム
レ
ス
や
住
ま
い
を
失
っ
た
人
に
対
し
、

ホ
テ
ル
や
民
間
施
設
を
借
り
上
げ
、
居
場
所
を

確
保
す
る
こ
と
。

・
介
護
事
業
所
等
の
感
染
防
止
と
事
業
継
続
に
向

け
て
、
実
態
の
把
握
と
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

・
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否
確
認
や
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
強
化
す
る
こ
と
。

・
家
庭
内
暴
力
や
虐
待
に
対
す
る
相
談
・
支
援
体

制
を
拡
充
す
る
こ
と
。

日
本
共
産
党
区
議
団
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
に
切
実
な
声
が

休
業
補
償
、
診
療
・
検
査
の
充
実
な
ど

区
長
・
教
育
長
に
緊
急
申
し
入
れ

区長に緊急申し入れを行う日本共産党区議団ら（左から、西・党地区副委員長、山下区議、伊藤・
党地区委員長、高柳区議団長、山本区長、はら区議、あさの区議。４月10日、区長室）

区
長
へ
の
緊
急
申
し
入
れ
︵
抜
粋
︶

教
育
長
へ
の
緊
急
申
し
入
れ
︵
抜
粋
︶

・
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
や
運
動
す
る
場
の
確
保

へ
、
学
校
を
開
放
す
る
こ
と
。
希
望
者
に
は
給

食
か
お
弁
当
を
提
供
す
る
こ
と
。

・
誰
も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
を
活
用
で
き
る
よ
う
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
提
供
、
通
信
環
境
の
整
備
な
ど

の
支
援
を
行
う
こ
と
。

・
就
学
援
助
を
柔
軟
に
活
用
し
、
収
入
が
落
ち
込

ん
だ
家
庭
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。

・
就
学
援
助
を
受
給
し
て
い
る
小
・
中
学
生
に
、

昼
食
代
の
補
助
を
行
う
こ
と
。

・
学
校
給
食
の
調
理
業
務
委
託
業
者
に
対
し
て
、

学
校
休
業
中
の
営
業
補
償
を
行
う
こ
と
。

新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
支
援
策

２
～
３
面

 

新
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
墨
田
区
議
会
定
例
会
２
月

議
会
が
、
２
月
５
日
か
ら
３
月
30
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
深
刻
な
影
響

が
広
が
る
な
か
、
命
や
暮
ら
し
を
ど
う
守
る
の
か
、
国
と
自
治

体
の
役
割
が
改
め
て
問
わ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

 

３
月
30
日
に
は
、
予
算
案
や
条
例
案
な
ど
の
採
決
が
行
わ
れ
、

自
民
党
や
公
明
党
の
賛
成
で
、
区
長
が
提
案
し
た
議
案
は
す
べ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
、
は
ら
つ
と
む
区
議
が

反
対
す
る
議
案
に
対
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
︵
写
真
︶

　

は
ら
区
議
は
、
区
の
新
年

度
予
算
案
に
つ
い
て
「
区
立
保

育
所
に
お
け
る
紙
お
む
つ
の
処

理
、
災
害
時
の
要
配
慮
者
個
別

支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
、
産
後
ケ

ア
の
拡
充
な
ど
、
評
価
で
き
る

施
策
も
あ
る
が
、
区
民
の
暮
ら

し
を
守
り
、
区
民
の
負
担
軽
減

を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら

れ
な
い
。
高
す
ぎ
る
国
民
健
康

保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
さ
ら
に
値
上
げ
す
る
と

と
も
に
、
介
護
保
険
料
の
引
き

下
げ
も
一
部
の
低
所
得
者
に
止

ま
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
が

１
７
３
億
円
に
膨
ら
ん
で
い
る

こ
と
に
対
し
、「
将
来
の
た
め

に
と
積
み
た
て
を
増
や
す
の
で

は
な
く
、
今
の
区
民
の
暮
ら
し

や
営
業
を
守
る
た
め
に
使
う
べ

き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
は
ら
区
議
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は

こ
れ
か
ら
も
拡
大
し
、
一
定
期

間
は
収
ま
ら
な
い
と
の
指
摘
も

あ
る
。
区
と
し
て
、
最
悪
の
事

態
も
想
定
し
て
、
科
学
的
知
見

に
基
づ
き
、
そ
の
対
策
に
全
力

を
尽
く
す
」
よ
う
強
く
求
め
ま

し
た
。

業
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
な

ど
、
再
開
発
事
業
に
多
額
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
３
特
別

会
計
で
は
、
多
額
の
決
算
剰
余

金
が
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立

て
ら
れ
て
き
た
」
と
批
判
し
、

 

「
わ
が
党
は
、
こ
の
よ
う
な
基

金
の
活
用
と
、
不
要
不
急
の

事
業
の
見
直
し
で
財
源
を
確
保

し
、
暮
ら
し
の
応
援
、
区
民
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
予
算

組
み
替
え
案
を
提
案
し
た
。『
観

光
ま
ち
づ
く
り
』
な
ど
開
発
優

先
か
ら
、
区
民
生
活
優
先
の
区

政
に
転
換
す
る
よ
う
求
め
る
」

と
主
張
し
ま
し
た
。（
写
真
）

開発優先から
　区民生活優先に転換を

旧向島中学校など危険な校舎は早急に
解体・撤去を＝としま剛区議の要求に

　

旧
向
島
中
学
校
の
校
舎

や
、
旧
文
花
小
学
校
の
校
舎

と
体
育
館
は
「
震
度
５
強
で

も
倒
壊
す
る
の
で
は
」
と
危

惧
さ
れ
て
お
り
、
地
域
か
ら

「
早
く
解
体
し
て
ほ
し
い
」

と
の
声
が
強
く
あ
り
ま
す
。

　

３
月
上
旬
の
区
議
会
予

算
特
別
委
員
会
で
、
と
し
ま

区
議
は
「
旧
向
島
中
学
校
は

周
り
に
民
家
が
密
集
し
て
お

り
、
放
置
し
て
お
く
の
は
防

災
対
策
上
か
ら
も
問
題
。
い

ず
れ
は
解
体
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
起
債
（
借
金
）
も
活

用
で
き
る
。
跡
地
利
用
が
決

表
で
き
る
と
し
て
い
る
」
と
指

摘
。
担
当
部
長
は
「
都
と
協
議

中
」
だ
と
答
弁
。
そ
の
後
、
区

内
の
感
染
者
数
が
公
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
高
柳
区
議
は
、「
区
内

の
院
長
か
ら
、
マ
ス
ク
が
調

達
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
マ
ス
ク
な

ど
感
染
防
護
品
を
区
が
確
保
し

て
、
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な

ど
に
提
供
す
る
よ
う
」
に
強
く

要
求
。
区
は
、「
マ
ス
ク
等
の

調
達
に
努
力
し
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。（
写
真
は
予
算
特
別

委
員
会
で
発
言
す
る
高
柳
区
議
）

　

３
月
30
日
の
企
画
総
務
委
員

会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
な

ど
の
補
正
予
算
案
が
審
査
さ
れ

ま
し
た
。
高
柳
東
彦
区
議
は
、

「
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が

ら
区
内
の
感
染
者
数
を
公
表
す

べ
き
だ
。
都
は
区
の
判
断
で
公

高柳東彦区議が要求

あ
さ
の
清
美
区
議
が
討
論

　

３
月
30
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
陳
情
５
本
の
採
決
が
行
わ

れ
、
あ
さ
の
区
議
が
討
論
に
立

ち
ま
し
た
。（
写
真
）

　
「
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
の

助
成
拡
大
に
関
す
る
陳
情
」
に

つ
い
て
、
あ
さ
の
区
議
は
「
区

の
助
成
額
は
２
万
円
だ
が
、
助

成
を
受
け
た
人
の
購
入
額
は
平

均
で
12
・
５
万
円
と
、
６
倍
も

開
き
が
あ
る
。
今
年
度
か
ら
２

分
の
１
は
都
の
助
成
も
受
け
ら

れ
る
。
不
採
択
に
は
強
く
反
対

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
す
み
だ
保
育
園
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入
に
関
す
る
陳

情
」
及
び
「
墨
田
区
保
育
所
等

整
備
計
画
見
直
し
に
関
す
る
陳

情
」
に
つ
い
て
、
あ
さ
の
区
議

は
「
引
き
継
ぎ
期
間
中
に
園
長

や
看
護
師
の
予
定
者
が
退
職
し

た
な
ど
は
、
指
定
管
理
者
制
度

の
根
本
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ

り
、
原
因
と
再
発
防
止
策
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。

『
保
育
の
質
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
』
は
、
民
営
化
を
進
め
よ

う
と
す
る
な
ら
最
低
限
の
区
の

責
務
」
だ
と
指
摘
。

　
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
」

に
反
対
す
る
陳
情
に
つ
い
て

は
、「
国
の
財
政
負
担
を
減
ら

す
こ
と
だ
け
が
目
的
の
『
給
付

と
負
担
の
見
直
し
』
に
は
き
っ

ぱ
り
と
反
対
し
、
介
護
保
険
制

度
の
改
善
・
充
実
を
国
に
求
め

る
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

特集号

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら
れ
な
い
」「
仕
事
が
全
く
な
い
」な
ど

支
援
策
、
生
活
困
窮
者
や

高
齢
者
へ
の
支
援
策
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
権
等
の

「感染防止の観点から、人権に配慮
して区内感染者数の公表を」

予算特別委員会（2/25～3/16）で
山下ひろみ区議が主張

補
聴
器
助
成
の
拡
充
、
保
育
園
民
営
化
の

見
直
し
な
ど
を
求
め
る
陳
情
は
採
択
を

　

は
ら
つ
と
む
区
議
が
本
会
議
で
討
論

ま
っ
て
か
ら
と
言
う
の
で

は
な
く
、
早
急
に
解
体
す

べ
き
」
と
強
く
迫
り
ま
し

た
。（
写
真
）

　

担
当
部
長
は
「
な
る
べ

く
早
く
解
体
す
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

共産 自民 公明 立憲墨 墨立憲 オン 新す 絆 無 結果

令和2年度墨田区一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

令和2年度墨田区国民健康保険特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

令和2年度墨田区介護保険特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和2年度墨田区後期高齢者医療特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和2年度墨田区一般会計補正予算
（新型コロナ関連）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

共産 自民 公明 立憲墨 墨立憲 オン 新す 絆 無 結果

ケアプランの有料化は行わないことを
求める意見書の提出に関する陳情 ○ × × ○ × × × × × 不採択

高齢者への補聴器購入の助成拡大に関
する陳情

○ × × ○ × × × × × 不採択

すみだ保育園の指定管理者制度導入に
関する陳情

○ ○× ○× ○ ○× ○× ○ ○× ○× 一部採択

墨田区保育所等整備計画見直しに関する
陳情

○× × × ○× × × ○ × × 不採択

多胎児家庭支援に関する陳情 ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× 一部採択

墨田区の令和2年度予算案および補正予算に対する各党の態度

2月区議会で審査された陳情と各党の態度

立憲墨は立憲民主党墨田区議団、墨立憲は墨田区議会立憲民主党、オンは墨田
オンブズマン、新すは新しいすみだ、絆は地域連合「すみだの絆」、無は無所属。

共産 自民 公明 立憲墨 オン 無 結 果

日本共産党令和2年度予算組み替え案 ○ × × ○ ○ × 否 決

予算特別委員会で日本共産党が提案した令和2年度一般会計
予算の組替え案に対する各党の態度

党区議団ニュースや区政に対するご意見・ご要望をお寄せください

　

は
ら
つ
と
む
区
議
が
本
会
議
で
討
論

「なるべく早く解体したい」と区が答弁
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■
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
や
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
や
展
示
会
を
専
門
に
し
て
い
る
電
気
屋
な
の

で
す
が
、
政
府
の
自
粛
要
請
に
よ
り
、
３
月
の
初
め

か
ら
全
く
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
す
み
だ
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
に
登
録
し
て
い
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
情
報
の
配
信
が
少
な
す
ぎ
る

と
思
う
。

■
５
月
６
日
ま
で
休
校
で
、
子
ど
も
た
ち
は
身
体
を
動

か
す
場
所
が
な
い
。
学
校
、
校
庭
で
の
少
人
数
の
活

動
、
錦
糸
体
育
館
の
無
料
の
貸
し
出
し（
時
間
ご
と
、

わ
ず
か
な
人
数
ご
と
）、
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う

か
。

■
子
ど
も
が
２
人
い
ま
す
。
新
中
学
１
年
と
小
学
６
年

生
で
す
。
学
校
が
お
休
み
に
な
り
、
お
昼
代
が
か
か

り
ま
す
。
小
６
の
子
ど
も
は
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
学
校
の
時
間
よ
り
も
開
始
が

遅
い
の
で
、
仕
事
も
間
に
合
わ
な
く
、
遅
れ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
収
入
も
少
し
減
っ
た
う
え
に
、
毎
日
の

お
昼
な
ど
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
の
に
、
現
金
給
付

の
対
象
が
ひ
ど
す
ぎ
ま
す
。

■
保
育
園
で
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
お
子
様
を
お
預
か

り
し
て
お
り
、
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
剤
、
ピ
ュ
ー
ラ
ッ

ク
ス（
次
亜
塩
素
消
毒
薬
）、
使
い
捨
て
グ
ロ
ー
ブ
が

入
手
困
難
で
、
困
っ
て
い
ま
す
。
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ

ろ
で
物
資
を
融
通
し
て
も
ら
っ
て
つ
な
い
で
い
ま
す
。

■
墨
田
総
合
体
育
館
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
や
ス
タ
ジ
オ

レ
ッ
ス
ン
を
日
々
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
３
月
２
日

か
ら
閉
鎖
と
な
り
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
３
月
分
の
利

用
料
金
を
返
金
す
る
よ
う
運
営
会
社
と
墨
田
区
役
所

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
返
金
す
る
と
の
回
答
で
し
た
が
、
ま
だ
実
行
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
返
金
し
て
く

だ
さ
い
。

■
娘（
埼
玉
県
）が
微
熱
１
週
間
続
い
て
も
保
健
所
は

検
査
を
拒
否
し
ま
し
た
。
都
も
同
じ
と
思
う
。
身
近

な
人
が
感
染
し
な
い
と
検
査
し
な
い
感
じ
。
元
気
な

陽
性
が
ど
こ
に
い
る
か
分
か
ら
な
い
怖
さ
。

■
個
人
事
業
主
で
す
。
対
人
営
業
が
あ
る
の
で
、
感
染

拡
大
を
止
め
る
た
め
に
は
休
業
す
べ
き
か
迷
っ
て
い

ま
す
。
い
っ
そ
の
こ
と
、国
ま
た
は
都
、区
か
ら
「
営

業
休
止
＋
収
入
補
填
」
を
強
制
さ
れ
た
ほ
う
が
良
い

と
日
々
思
っ
て
い
ま
す
。

■
図
書
館
の
利
用
が
で
き
な
く
て
非
常
に
困
っ
て
い
る
。

人
が
密
集
し
な
い
よ
う
（
椅
子
を
少
な
く
す
る
な
ど

し
て
）
工
夫
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
要
望
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

■
墨
田
区
に
お
け
る
感
染
者
の
情
報
を
今
ま
で
以
上
に

充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
た
だ
し
、
個
人
情
報
保
護

に
よ
り
難
し
い
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
自
分
の
住
所

で
発
生
し
て
い
る
場
合
、
不
安
を
感
じ
る
。

■
学
校
が
休
校
と
な
り
、
孫
た
ち
の
生
活
の
た
め
朝
か

ら
電
車
通
い
し
て
い
ま
す
。
学
習
の
遅
れ
も
心
配
で

す
…
…
命
の
ほ
う
が
大
切
な
の
は
わ
か
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
成
長
の
時
期
で
も
あ
る
の
で

す
。
家
族
の
も
と
に
お
い
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
も

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

■
信
頼
性
の
高
い
情
報
と
、
予
測
の
情
報
を
区
分
し
て

明
示
し
て
ほ
し
い
。
対
象
者
を
層
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
見
合
っ
た
情
報
を
掲
示
。

■
親
戚
に
妊
婦
が
い
る
が
、
母
親
学
級
等
が
中
止
に

な
っ
て
不
安
だ
と
い
っ
て
い
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

な
ど
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

■
国
民
一
人
一
人
が
協
力
し
て
外
出
自
粛
を
し
て
い
る

の
に
、
ご
く
一
部
の
人
だ
け
現
金
給
付
が
あ
る
の
は

お
か
し
い
。
み
ん
な
収
入
は
減
っ
て
い
る
。
ま
た
、

手
続
き
が
面
倒
く
さ
そ
う
。

■
か
か
り
つ
け
医
院
は
「
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

貼
紙
が
あ
っ
た
。
風
邪
か
イ
ン
フ
ル
か
も
知
れ
な
い

と
き
は
、
判
断
が
つ
か
ず
に
家
に
い
る
こ
と
は
不
安

で
あ
る
。

■
マ
ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
何
処
で

発
生
し
て
い
る
か
、
具
体
的
に
開
示
し
て
ほ
し
い
。

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

駅
周
辺
の
人
の
流
れ
に
発
出
前
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が

見
ら
れ
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ﹁
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂に

寄
せ
ら
れ
た
声
の
一
部
を
原
文
の
ま

ま
紹
介
し
ま
す

２
０
２
０
年
４
月
21
日
現
在　

日
本
共
産
党
墨
田
区
議
会
議
員
団

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
役
立
つ
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

社会福祉協議会の貸し付け

〇福祉資金緊急小口資金（特別貸付）

　貸　付　額　20万円以内　無利子
　返 済 期 間　据置1年以内　その後2年以内
　連帯保証人　不要　
　対　　　象　コロナの影響による休業などで収入が減少した人

〇総合支援資金生活支援費（特別貸付）

　貸　付　額　二人世帯　月額20万円以内
　　　　　　　単　　身　月額15万円以内　無利子
　　上記月額を原則3カ月（3回まで）借りられます。
　返 済 期 間　据置1年以内　その後10年以内
　連帯保証人　不要
　対　　　象　コロナの影響で、収入の減少や失業・廃業さ
　　　　　　　れた人

※この貸付は、返済時において、なお所得の減少が続き、住
民税非課税世帯の方は、返済を免除することができること
としています。

　お問い合わせ先
　墨田区社会福祉協議会　3614－3902　　
　東向島2－17－14　すみだボランティアセンター内

住宅の確保
 ネットカフェの営業自粛により、住まいを失った人や路上

生活者などにビジネスホテルが用意されています。

　お問い合わせ先
　墨田区生活福祉課（相談係） 5608－6154
　東京都チャレンジネット　0120－874－225　
　　　相談時間　月・水・金・土　午前10時から午後5時
　　　　　　　　火・木　　　　　午前10時から午後8時
　　　女性専用ダイヤル　0120－874－505（女性相談員が対応）

〇住居確保給付金

　賃貸住宅に住み、失業やフリーランスなどの収入減少等で
求職する場合、家賃3カ月相当分が支給されます。条件を満
たせば、最長9カ月分まで支給されます。

　お問い合わせ先　くらし・しごと相談室すみだ
5608－6289

支払いの猶予
 コロナによる収入の減少で、税金や国保料、後期高齢者医療

保険料、介護保険料などの徴収猶予や減免が受けられます。

お問い合わせ先
税金　区税務課　 5608－6142　　都税事務所 3625－5061
　　　向島税務署 3614－5231　　本所税務署 3623－5171
国民健康保険料・国民年金保険料 国保年金課 5608－6126
後期高齢者医療保険料 国保年金課後期医療担当 5608－8100
介護保険料　介護保険課 5608－6937

公共料金などの支払いも猶予してもらうことができます。

お問い合わせ先
東京電力　0120－993－052　　東京ガス　0570－02211
都水道局　5326－1101

授業料の減免・給付型奨学金の支給

 新型コロナウィルスにより家計が急変した世帯の学生に授業

料・入学金の免除・減額とともに、給付型奨学金が支給されます。

お問い合わせ先
　日本各学校の学生課または奨学金窓口まで。

DV 相談・児童虐待

 外出自粛や在宅勤務等により、配偶者やパートナー等から

の暴力（DV）、親による虐待などで、「つらい」「苦しい」「お

かしい」と思ったらご相談ください。

女性のためのカウンセリング＆DV相談
　すみだ女性相談室　5608－1771
　月曜、火曜、水曜、金曜、　第2土曜
　押上2－12－7－111　すみだ女性センター

　墨田区子育て支援総合センター（児童虐待）　5630－6351
または１８９

　男性の相談　東京ウィメンズプラザ　3400－5313
　　　　　　　月曜、水曜　午後5時から午後8時まで

助成金

〇東京都「感染拡大防止協力金」

　金額　１店舗の事業主は50万円

　　　　２店舗以上を有する事業主は100万円

　対象　都が休業を要請した業種のお店（飲食店など営業

　　　　時間を短縮したお店も対象）

　お問い合わせ先

　東京都 緊急事態措置等感染拡大防止協力金相談センター

03－5388－0567　午前9時～午後7時　土日含む

〇国による給付金「持続化給付金」（詳細は未定）

　国の補正予算成立後に詳細が決まります。現在は案とし

て、収入が半分以下になった業者に対し、最大で法人200万

円、個人事業主100万円を給付することなどが検討されてい

ます。

　お問い合わせ先　中小企業庁

　　　　　　　　　給付金相談窓口 03－3501－1544

業者向けの融資

墨田区の緊急融資

　

　限 度 額　1,000万円　　信用保証料は全額補助　

　　　　　　1.8％の利息補助（本人負担0.2％）

　返済期間　据置1年以内　その後5年以内
　お申し込み条件

　中小企業信用保険法に定める中小企業者。

　区内に主たる事業所を有する。

　または区内において引続き1年以上同一事業を営んでいる。

　最近1カ月の売上高が前年同月比で5%以上減少している。

　最近1カ月と今後2カ月を含む売上高の見込みが5%以上の

　減少が見込まれる。

　お問い合わせ先　経営支援課　5608－6183

　〇政策金融公庫の特別貸付

　　名　称　新型コロナウィルス感染症特別貸付

　　限度額　中小企業3億円　利率1.1％

　　　　　　個人事業主6,000万円　利率1.36％

　　　　　　　※返納時の利子の減免などがあります。

　　　お申し込み条件

　　　　売上高が5パーセント以上減少した企業等

　　　返済期間　据置 5年以内　その後　設備15年以内　

　　　　　　　　運転資金 10年以内

　お問い合わせ先

平日　日本政策金融公庫事業資金相談ダイヤル

　　　0120－154－505

土日・祝日　日本政策金融公庫　国民生活事業

　　　　　　0120－112－476

中小企業事業 0120－327－790

雇用を守る助成金

〇小学校休業等対応助成金
　コロナ対策で学校が休みになった日数分（春休み分を除
く）、休業補償を受けられます。事業主による申請が必要です。

　正社員・パート　一日最大8,330円
　個人事業主　　　一日最大4,100円
　お問い合わせ先
　　学校休業助成金・支援金等相談コールセンター
　　（ハローワーク内）0120－60－3999
　　午前9時～午後9時　土日・祝日含む

〇雇用調整助成金（特例措置）
　コロナウイルスによる影響で、労働者に対して一時的に
休業、教育訓練などで雇用を維持した場合、休業手当、賃
金等の一部が助成されます。事業主による申請が必要です。
　助成率　大企業3分の2　中小企業5分の4
　お問い合わせ先　ハローワーク墨田 5669－8609

　　　
墨田区による健康相談の窓口です。

　　■PCR検査などコロナに関する相談
　　　　　　　　　　　　　　　5608－1443　
　　　月～金（祝日除く）　午前9時～午後5時　
　　　※発熱などの症状のある方向け

　　■一般的な健康相談　0570－666－329
　　　月～金（祝日除く）　午前9時～午後5時

個人
向け

業者
向け

健康
相談
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